
令和８年度 沖縄県特別支援教育研究会 総会・記念講演 記録 （２０２６．７．２４） 

議題 補足・追加等 決議  

①役員の承認（P4-５） 司会より）・議決方法については、Zoomの投票機能を活用して決議を取る。時間の都合上質疑

の時間が確保できない場合は、会の終了後アンケートを採りますので、そちらに入力いただき、後

日回答。 

 

●オンライン参加者 ４３名 

●委任 1名 計４４名 

 

①賛成  ２９/反対 ０ 

投票率 67％ 

 

②賛成  ２９/反対 ０ 

投票率 67％ 

 

③賛成  ２９/反対 ０ 

投票率 67％ 

 

 

無回答は委任と見なすため 

可決 

 

②昨年度の事業・会計報告（P6-８） 補足）昨年度の全事業は無事終了いたしており前回の評議員会でも報告済み。ご理解・ご協力

ありがとうございました。 

 

③今年度の事業計画および予算・会計案 

  (P９-1４) 

補足）・年に３回役員が対象の評議員会・研修会があり、それとは別に１１月に研究大会分科会

関係者会が予定されている。各支部、提案や係となっている先生方が参加対象。案内文依頼文

はそのつど送付する。 

・１０月には全特連新潟大会、１１月には九特連大分大会が予定されている。 

・今年度の沖特研研究大会は１２月１１日（金）。美咲特別支援学校にて開催。本大会は参加費

の徴収があることから、原則参集型で行い、後日参加者への一部オンデマンド配信を予定。 

 

質問）質疑なし。決議にうつる。投票から１分または過半数を超えたら進める。 

賛成が過半数を超えているので、議題１～３は可決し、承認とする。 

④沖特研研究大会について（P1５-２１） 補足）・研究大会記念講演は講師に加藤宏昭氏（文部科学省 初等中等教育局 特別支援教

育課 特別支援教育調査官）に依頼している。参加費は昨年度同様に５００円として開催予定。

詳細が決まり次第、二次案内で申込み方法等含めて改めて周知。 

・第７分科会に関して、昨年度同様の７分科会継続意見や昨年度のテーマ「特別支援学級にお

ける就学支援」の分科会の協議内容の充実、テーマのニーズや分科会の反響の高さを考慮し事

務局が必要に応じて第７分科会を設定すると判断。今年度も第 7分科会は事務局独自の分科

会とし、昨年度に引き続き分科会テーマ「特別支援学級における就学支援」として設定し、提案

者、司会者、助言者の選出を依頼する。 

・資料の P.２２～２８に様式①②と様式例を掲載。様式①に関して、書く内容や文量等を含め、自

由度を高めている。①を選択した場合は、割り当て支部内で分科会のテーマに沿った事例を３つ

●オンライン参加者 ４２名 

●委任 1名 計４３名 

 

④ 

賛成 ２６ /反対 ０ 

投票率 61％ 

 

無回答は委任と見なすため 

可決 



以上集約し提出。こちらは、必ずしも一人で３つ以上事例を書くということではなく、提案者の実

践も含め、各地区や学校、学部内でテーマに沿った事例を取りまとめて持ち寄る。様式②につい

ては、従来通りの形式での報告。提案支部は①か②のどちらかを選択し、分科会内で発表、それ

をもとに分科会内で協議を進めていく。 

・九特連での提案を兼ねる支部は、九特連提案の様式のままで良い。 

 

・沖特研 HPに昨年度の大会集録を公開している。各分科会の資料が全て掲載されているの

で、よろしければご覧下さい。具体的な作成イメージを持っていただきやすいかと思います。 

 

質問）質疑なし。決議にうつる。投票から１分または過半数を超えたら進める。 

賛成が過半数を超えているので、議題４は可決し、承認とする。 

連絡事項 

①九特連・全特連について 

②沖特研九特連事務局輪番の確認 

③全特連功労者の推薦について 

④研究大会に向けたスケジュール 

補足） 

①令和９年度九特連熊本大会：沖縄県の割り当て 

 ○第２分科会「教科別の指導Ⅰ（小学校・小学部）」 提案者：島尻地区小学校 

報告者の選定をし、令和８年１２月末日までに事務局までご連絡ください。 

詳細は、島尻地区支部長・副支部長のお二人に、事務局よりご連絡いたしております。 

 

④分科会提案者の氏名報告〆切：９／７（月） 、 分科会係の氏名報告〆切：９／１１（金） 

  分科会提案者の事例報告書〆切：１０／１６（金） 

 

質問）質疑なし。 

 

 


